
第 7章 関係遺跡の資料

附 1.桜 ケ岡遺跡出土遺物について (北原勲コレクション、須恵器、中世須恵質陶器、第33図 。耐 1表 )

原村字桜ケ岡 (水田)の 出土遺物は小国町資料館に保存されているが、柱材なども出土している。細部の

状況については不明であるが、『原集落史』によれば、昭和35年 (1960)耕地整理が行われ、須恵器など遺

物が出たが、開田工事が優先の食料生産時代であった。翌春雪消えの中から採集された遺物が、資料館展示

品であり、第33図掲載の遺物である。従って遺構等については不明である。現在も水田耕土中から遺物を採

附 1表  「桜 ケ岡遺跡」出土遺物観察表

No 所属年代
法   量

胎土特色 技法その他特色
口径cm 器高cm 器厚cm

中  世 13.8
残

4.5
0.8

灰黒色、精土、焼成良好、頸部櫛描波状文 3条単位、波状間隔は10cmで

ある。壺型土器

11.0 4.0 1.1 灰白色、砂質、焼成良好、内外面共に横撫で調整、壺型土器

3.5 1.3
灰自色、精土、焼成良好、ロクロ横撫調整、窯印様の十字状と痕跡が窺

われるが不明

7.0 1.8
灰黒色、細砂粒混、焼成良好、外面自然釉、横位細沈線叩文、内面横撫

調整

推

25.5
6.7 1.0 青灰色、精土、焼成良好、ロクロ横撫で調整、浅鉢型土器と思われる

6.7 1.5 灰黒色、精土、焼成良好、斜条線叩締調整、内面手掌当痕、撫で整形

4.4 0.9 青灰色、精上、焼成火ぶくれ破裂痕内面にみられる。斜条叩目稜を形成

7.3 1.5 暗灰色、精土、焼成やや甘い、条線状叩目稜を形成、内面撫で調整

5.5 1.0 青灰色、精上、焼成良好、斜条線叩締調整、内面撫で調整 7と 同一個体か

10 4.5 1.1 青黒色、精土、焼成良好、条線状叩締、内面手掌当痕撫で調整

11 6.0 1.3 青灰色、精土、焼成良好、斜条線叩締、内面横撫で調整

12 40 1.6 灰白色、胎土やや粗rヽ 、焼成やや甘い、斜条線叩締、内面横撫で調整

13 4.2 0.9
青灰色、精土、焼成良好、斜条線叩締、内面火ぶくれ破裂痕あり、 7・

9と 同一個体か

14 4.5 1.0
青灰色、精土、焼成良好、斜条線叩締、内面横撫で調整、内・外共ピッ

チ附着

15 平安時代 5.2 0.5
青黒色、白色桂石粒含む、焼成良好、外面格子目叩調整後カキメ、内面

同心円文当具、薄手上器

16 6.5 0.9
暗灰色、精土、焼成堅い、内外共に細い格子目叩締、内面さらに同心円

文当具痕、外面磨滅痕

17 1.3
底径推

7.0

青灰色、砂粒混入、焼成良好、ロクロ撫で整形、内面暗褐色、自然釉、

外面上端部にカキメ調整痕、琢型土器

18
中  世

(南北朝期)

7.3
底径推

12.0

黄灰色精土、焼成はやや甘い、渦巻状に撫で仕上げ後橘目は幅 2mに 11

条単位と l cmに 6条単位がある。計 8単位、外面底部の一部にも櫛状工

具の掻痕がみられる。底部は静止糸切技法か底部立上がり部に指頭痕が

2ケ 所ある。橘鉢底部

19
中  世

(南北朝期)

3.0
底 径

15.8

暗青灰色砂質土、焼成やや甘い、ロクロ横撫で仕上、残存部位が少なく、

特徴は不明である。使用による磨耗か荒れが進み摺目も不確である。底

部には布目と思われる痕跡がある。橘鉢底部
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第33図 原「桜 ケ岡遺跡」 (北原勲コレクション 須恵器・中世須恵質陶器)実測図
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集することができる。原城跡 (山城)の居館跡であった可能性も考慮され、しかも須恵器が採集されること

から図の15～ 17の須恵器 (平安時代)を伴った複合遺跡である。 1～ 14、 18019は 中世陶質土器で、摺鉢の

特徴からみて南北朝期14世紀前半期の遺物と思われる。

附 2。 原小屋居平遺跡採集 の遺物 につ いて (湯本昭男コレクション、須恵器、第34図・附 2表 )

大字千谷沢字原小屋居平138番 (畑 0宅地)に所在する該遺跡は、以前から家の改築時、畑の耕作中に出

土していたという。近年留意して採集した遺物は須恵器がほとんどで40点余、土師器 5点 (細片のため掲載

しなかった)、 砥石 1点、縄文時代の打製石斧 1点を確認した。原小屋居平段丘面は、渋海川右岸にあり、

標高64mで主要地方道長岡小国松代線に隣接している。「御館遺跡」(千谷沢鷺之島居平・平安時代掘立柱建

物遺跡、 9世紀後半～10世紀)の南南西方向750m程 に位置している。採集遺物の編年は細片ばかりで困難

であるが、図版中1の長頚壷型須恵器は胎土・手法・形態などから9世紀前葉まで遡るものと判断される。

附 2表  「原小屋居平遺跡」出上の遺物観察表

N() 所属年代
法   量

胎土特色 技法その他特色
tr1{cm 器高cm 器厚

長 頚 壷
推

15.4

残

4.5
0.8

暗灰色、芯部暗茶褐色焼成は堅い、外面青黒色、内面灰茶褐色灰釉、口縁部外反しなが

ら口唇が直立し外帯は強く張り出している。

長 頚 壷
頚径

8.5

残

5.5
0.9

肩最大径15.5を測る長頚壷、灰黒色、砂質焼成堅い、外面灰釉内面灰白色火ぶくれ破裂

痕多、横撫調整に廃棄後火傷による煤と磨耗が多い。

長 頚 _壺
推

17.0
112 1.2

紅茶褐色芯土、白色粒含む、内外面共灰白色、横撫で調整、大型長頚壷型土器、焼成は

堅い。

堺   蓋
推

12 5

1佳

2.2
0.6

灰白色砂質土焼成堅い、ロクロ整形波状なで調整、口縁端部はやや外側につまみだして

いる。

外 底 部
1佳

5.5
0.7 暗青灰色精土、焼成堅い、底部面のみ、箆切り技法

不 底 部
1笙

5.5

残

0.6
0.5 暗青灰色精土、焼成堅い、ロクロ挽き、底部箆切技法 、内面汚れ

琢 底 部
推

8.0

残

0.5
0.4 暗青灰色精土、焼成堅い、ロクロ挽き、底部箆切技法

甕   形
残

4.0
1.0 紅茶褐色灰被黒色化、火ぶくれ破裂痕、焼成堅い、内面同心円文当具痕

9

23・ 25・ 26
3.0 1.3

暗灰色砂質焼成甘い、内外面共に条線状叩締調整している。25は 暗灰色を呈し胎土は精

良で焼成は極堅い。内外共条線状叩締め、26は青灰色精土で焼成は良好である。

11・ 13・ 14・ 16・ 17

10 甕 形 青黒色～暗灰色を呈し胎上は精良。焼成は大概良好で、14は堅い。外面は格子状叩締め整形

を施し、内面は同心円文の当具が使われている。14は 外面縦に撫で痕が伺われる。

12 甕   形

15。 31 ・ 32

暗灰色を呈し、芯土は青灰色を示す12・ 32は 、黒雲母を含む15、 自然釉が12・ 15で みら

れ焼成は堅い、31・ 32は焼成が甘い。外面条線状叩締めに対し、内面は同心円文当具が

使われる。

形

24・ 28・ 30

20

22

青灰色～暗灰色を呈し、胎土は精良。30は砂粒を含み、20は焼成が堅く、他も大概良好

である。体部外面が格子状叩締め調整し、内面が条線状当具が使用されている。20の 内

面に布目 (紐状)圧痕がある。

18 不   詳 3.0 05
青灰色精土、焼成は良好、外面 2条の隆帯下に 2条の波状沈線、内面 1条隆帯の下方は

刷毛目調整

19 甕   形 3.5 0.8 暗灰色精上、焼成は甘い、内外共に灰黒色化、外而斜条線叩締、内面は細かな同心円文当具

21 甕   形
残

3.5
08 暗灰色精土、焼成は良好、内外面共に格子状叩具、当具による調整がみられる。

27 甕   形 4.0 0.7
灰白色、自色粒含む、焼成極堅い、外面格子目叩締後撫で消し部光沢あり、内面条線状

当具痕

29 甕   形 22 1.2 灰白色焼成良、両面共に不整列な格子状叩締痕が伺われる。

33 甕   形 5.7 青灰色精土、焼成良好、外面横撫でみがき後刷毛目、内面は同心円文当具調整後カキメ痕

34 蓋   形 10.5 35
厚さ

2.4

赤褐色胎土は砂質で荒日、天部は糸切痕に撫で調整で、仕上げは荒い。焼成に斑がある。

撮み状の柄部の径は3.8cmを 測り、ロクロ仕上げの指痕が渦巻状をなしている。

35 砥   石
残長

6.0

1冨

5.8

厚さ

1.0
灰緑色板岩、表面は磨り、削痕がみられ一部剥離、裏面は切出し剥離痕のままである。

36 打 製 石 斧
長さ

11.8

1冨

5.5

厚さ

20
黄白色粘板岩製、揆形の縄文時代の石斧、刃部は欠損部がある。丁寧な作出である。
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掲載 しなかった細片もあり、なおこれからも採集される可能性のある遺跡である。土師器片は 5点あるが

細片のため掲載 しなかった。琢底部の一部が 2点、赤黄褐色胎土で 1点 は灯明皿に使用されたものと思われ

る。他は甕形土器の体部と思われる。

須恵器の製作技法の叩締痕は多様であり、特色を持った遺物である。

附 3.小 丸 山中世墳墓 につ いて (新規遺跡の発見)(第35・ 36図 )

「小丸山中世墓址」遺跡は、大字小国沢字才の神 (通称小丸山)に ある。昔から太郎丸で柴伐山として身

代してきた。昭和15年 (1940)当 時尋小高等科の生徒・青年団員によって、小丸山の開墾が行なわれた。夏

の暑さで熱射病で倒れる者もあったという。開墾中に土鰻頭が 2・ 3あ った、墓石もあったと記憶され、崖

から転がし落したとも記憶しているが、それ以上の詮索はなかった。

畑耕作をしていた (武左ヱ門家)に よって採集された渡来古銭①皇宋通宝 1枚があった。これが公表され

たのは『小国地史考 第一集 小国の神社』(昭和61年 4月 11日 発表)小国沢出身の小松正淑 (町田市在住)

であった。古銭は鉛筆による拓影のリプリントである。さらに畑の畦畔に堆積状況に除けられていた宝筐印

塔の残快について説述されていた (自 筆装訂本)。 同書において宝筐印塔は五輪塔と見倣 している。現在古

銭は採集者が仕舞場所を忘れて所在が不明である。宝筐印塔は町教委によって資料館に収納し、展示公開し

ている。

「浦田遺跡」の平安時代の遺跡・遺物、土葬墓群の関連、裏付けの資料を探って小国町全域の墓地巡検と

若干の聴 き取 り調査を実施 し、なお浦田遺跡調査に参加された方々の話題から「小丸山墓址」遺跡の確認が

できた (調査98年 4月 108日 の 2日 間)。 第 1に小丸山の地形は、わずか東西100m余、南北45m～20mの

小丘地 (標高100m)で 、北側は急崖をなして比高約10m、 東側の狭い端は4m程の切崩崖で、小国沢集落

の共同墓地である。南側は5.6m～ 7.8mの 崖をなし、幅約10mの溝状低湿地でかつて水田耕作地である。西

側は比高約10m傾斜下は水田 (現在土建業資材置場など)で あった所で、この沢をタッチュウ沢と呼称 し、

対岸 (同 レベル段丘面)は曹洞宗真福寺境内である。

99年春馬鈴薯栽培の手入れをしていた小林春子は、渡来古銭 1枚② (開元通費)を採集 した (拓影 2)。

さらに6月 に入って耕作者佐藤信二は、畑の畦畔など整理中、表土下10cm位で石を鍬で叩いた。ために掘り

起 した所、宝筐印塔の塔身部 (18× 18X14.5cm、 黄灰色凝灰岩製)が出た。さらに北側へ 4mほ ど離れた場

所からは、相輪の基部 (残長21、 最大径13cm、 本内組式、黄灰色凝灰岩製)残映などが出たと知らせを受けた。

6月 17日 、 8月 1日 の 2回 にわたる表面採集と調査を実施 し、畑耕作による遺物発見現場の実測を行 った

(第 35図 )。 なお佐藤信二は耕作中渡来古銭③「景祐元費」を表採 した (拓影 3)。 さらに調査員池田は、 そ

の後石仏調査のおり (平成13年 6月 22日 )畑の表面採集を行った。わずか1.5cmの 細片に④「開」字 と思わ

れる破銭貨を採集 した。おそらく「開元通費」と思われる (拓影 4)。

以上最初の畑の畔に放置された宝筐印塔残訣片、佐藤信二の鍬先にかかって発見された宝筐印塔残快など

10数点、渡来古銭 4枚、及び第35図 で示 したように火葬再葬墓址 (火葬骨少片)に よって、小丸山が中世の

砦遺跡であると同時に宝筐印塔の存在が確認され、重要な歴史的意義のある場所であることが判明した。笠

部 2基分、塔身部 2基分、相輪部 (石材の違い)2基分、基礎部 (異質石材)1基分等の特徴からみて、室

町時代すなわち戦国時代 (15世紀中葉から後葉期)の武士階級の供養塔 (再葬墓)と して建てられたもので

あろう。

-95-



土橋古墓 (第36図 J)

七日町新田の大坪川左岸の段丘上の墓地 (宝珠院境内)内 に宝筐印塔笠部が 2基ある。 1基逆位にしてコ

ンクリート付けで計測調査できなかったが、上部の笠は隅飾りの最大幅30m、 高さ17.5cm、 相輪は宝珠部が

載っている (高 さ18cm、 径13.5cm)。 笠の石材は暗灰色凝灰岩製である。下の台にされている笠 も同一規模

と思われる。形態的にはやや小丸山宝筐印塔よりも小振りで耳飾り角度は大きめである。この古墓は上栗の

原巻宗家の1つ カンゼンどん (原熊治家)の墓地だという。また屋号ウラ家の『尊基発誌』 (原健治書・山

崎正治調査資料による)に よれば、延徳元年 (1489)先祖原兵庫之助隆則が、名栗日原 (現七日町)に転住

してきたという。これが父のために建立した供養塔であろうか。

五輪塔 3基 (第37図 )上栗の墓地 (通称イナムキ)に 3基の五輪塔がある。原一族の供養塔である。

(1)屋号インサ家五輪塔 (原伊右ヱ門)(全長110cm、 最大幅27cm)で ある。銘は「■為慶山道寿禅定門

敬 1自1寛文七歳四月十六日」 (1667)。 なおこの碑は梵字の大日如来の真言「キャ 0カ 0ラ・バ・ ア」 (金剛
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第35図 小丸山要害と宝筐印塔採集墳墓跡概念図
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C

I

0         10         20cm

J(七 日町字上橋墓地内宝筐印塔 )

小丸山採集宝筐印塔

(A～ I)

G D

J

E

10 20 30cm

小丸山墳墓採集の渡来古銭拓影 (1～ 4)

〆“
~

´

●

一

2.34× 014

250× 0.12 4 上部「開」字のみ採集銭 (下部分は合成)

第36図 小丸山表採宝筐印塔残快 (A～ I)と 渡来銭拓影・七日町墓地宝筐印塔実測図
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剛界)が刻まれている。

(2)こ の五輪塔は原巻、重左ヱ門家の墓であるが、大阪へ転住されたためにその系図は調査されていない。

全長118cm、 最大幅31cmである。銘は「園室源昌禅定門 寛文七年巳末五月十日」の紀年銘である。

(3)は前記したウラ家 (原健治)の五輪塔 (全長100cm余、最大幅29m)で ある。銘は「 1欠 1靖祐山禅定

門願主具伍 延宝三年タロ六月十二日」(1675)と 読みとれる。

この3基は江戸時代前期の五輪塔で、 3基 とも特徴が各々である。また紀年銘のみられる地輪の高さが260

23・ 21.5cmで、横幅は23022019.5cmと 高さよりも狭く、しかもさらに台座を加えているなど新 らしさを示

しているが、全体の風貌は中世室町時代の古い形式を示している。石工の系統が注目される石碑である。な

お、以上 3基の西側に笠塔婆型 (全高120cm余)の墓塔がある (原宏平家)。 4人の戒名が正面と両側面に刻

まれている。正面で「寛永三年 (1626)、 享保三年 (1718)」 側面に「元文二年 (1737)が ある。また武石村

国沢の共同墓地には「元禄四年霜月十四日」(1691)銘 の高橋家の五輪塔 2基や大字八王子村の共同墓地に

は「元禄三年」の駒型の墓塔を確認した。紀年銘のある古碑である。
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第37図 上栗墓地の古墓 (供養塔)概念図

附 4.貞治 6年銘、真福寺境内の自然石板碑について (新規発見・第38図 )

太郎丸2421番、曹洞宗真福寺境内の歴代佳山墓と並んで、杉の根方に寄り掛けられた自然石 (河原転石、

閃緑岩)を発見した (98年 4月 8日、山崎・池田)。 長さ58cm、 最大幅24cm、 厚さ15cmを測る。長楕円形の

面に「■ ■ミ貞治六年|?1月 日 施主敬白」と鑽彫りされた中世代に流行した板碑 (自 然石利用)で ある
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ことが判明した。年号については、千々和到氏 (東大名誉教授・国学院大学教授)の ご指導を頂き、貞治六

年 (1367)と解読した。

貞治 6年の干支は「丁未」であるが、碑の刻字からは判読できないため疑間は残る。種子はバク●マン 0

アン (釈迦・普賢・文殊)の三尊佛である。追善供養との関わりの十三仏信仰による仏事では、釈迦如来は

二七日 (フ タナヌカ)に宛られている。この板碑が真福寺に持ち込まれた経緯については不明であるが、小

丸山にあったものか、あるいは延命寺ケ原 (塚・黒色土坑・刀子の出土等)か ら移されたものか、ないし太

郎丸集落内の共同墓地以前の散在墓地・堂ノ下の堂地 0旧寺跡など宗教的関連地区が考慮される。

小丸山表採古銭は4枚だけであるが、町内で採集された各所の銭貨の時代分析を試みると、「坊屋敷」0

「御館」は最新銭貸が「永楽通宝」(初鋳年は中国成祖帝の永楽 6年 (1408))で ある。我国への流通時間を

考慮しても珠州陶器Ⅵ期 (15世紀後半)、 舶載陶器の青磁など (16世紀代)と される (『御館』奥田、1985)

の前後時代に比定されるのに対し、桐沢地区出土の銭貨 0最新「洪武通宝」(初鋳年1368年 )の 14世紀中葉

期に対し、小丸山古墓の六道銭 4枚の内、最新銭貨である「皇宋通宝」(初鋳年1038年)は 11世紀前半とな

る。もちろん大概論にすぎない。

板碑自体の紀年銘「貞治 6年・釈迦三尊」種子についての若干の考察を試みた。全国の板碑調査の傾向

附 3表 町内各所遺跡出土銭貨分析表

第15表 板碑盛衰年代分布表

より (注) /ヽ
.釈

迦一尊種子
(池田加 :

唐 後周 」ヒ宋 金 南宋 明 李氏朝鮮 合計

原「坊屋敷出土古銭」

(北原 勲蔵)

70 81 最新銭貨、永楽通宝

3.7% 86.4% 6.2% (140昨)

桐 沢 地 区 出 土 占 銭

(山崎正治蔵)

最新銭貨、洪武通宝

87.5% (136昨)

小丸山古墓出土古銭

(各個人所蔵)

最新銭貨、皇宋通宝

(103的 1)

鷺之島「御館」出土古銭

(小国町教委蔵)

最新銭貨、永楽通宝

(140昨 )

ゃ一一当新潟県内t紀年銘板碑 (6基 )

ロ
ーー
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(『板碑消滅考』千々和実1977)、 『板碑』埼玉県板石塔婆調査報告書 (名著出版 1981)な ど、埼玉県内 2万

数百基の板碑資料を通してこの特徴を取上げると、全国的にも新潟県内板碑の状況からみても、板碑最盛期

の14世紀第 3四半期に位置し、小国保が全国レベルの中に位置していることを物語っている。なお自然石板

碑は東北型の中に括られるが、その中で越後型とも呼称されるものの、河原転石にほとんど何の装厳もない

のが圧倒的な特徴であり、むしろ魚沼型板碑と称すべきものである。

貞治 6年の歴史的背景をここで論ずる紙幅はない。「浦田遺跡」の発掘調査を通して略年表を携げて、附

編 1～ 4を位置付けることによって研究の資料に提言する。
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第38図 真福寺境内の板碑拓影図 (種子・釈迦三尊)



終章 「浦田遺跡」まとめの略年表

年代・時期 歴 史    事    項 参   考

縄文時代前期

中期～後期

～晩期

関東編年、諸磯 C式一十日町北原八幡遺跡など並行の前期後葉

(平行沈線上に結節状浮線文とボタン状飾り突起の添付)

関東編年、安行 3式一田上町保明浦遺跡、長岡藤橋遺跡など並行の晩期後葉

(三叉文、雲形文、浮線網状工字文、瘤状突起、平行沈線文、網状文、羽状

縄文などが特徴)

延命寺 ケ原遺跡

(町内遺跡数11)

平安時代 9C
前葉～中葉

9C中葉～

10C前葉

長承 2年 (1133)

仁平 3年 (1153)

応保元年 (1161)

(注)

安元 2年 (1176)

千谷沢「原小屋居平遺跡」 (須恵器・土師器、縄文石器 1点 )

遺構等は不明 (湿地帯の開発と低地住居)

「桜 ケ岡遺跡」「浦田遺跡」鷺之島居平「御館遺跡」

(須恵器・土師器、御館遺跡は掘立柱建物の遺構 も検出)

伝、源頼行一刈羽郡内に18000貫文の地を賜り、居を小国保に移 して小国氏

と称す。

伝、源頼行―弥彦荘内の一角に16500貫文の地を領有石瀬に館を (陣屋敷 )

構える。嫡子兵庫頭宗頼をおく。 (保元 2年 (1157)7月  頼行安芸国に配

流。途中で自害す。「兵範記」)

伝、小国小次郎なる者当村開発地主。従臣 6人あり、「 6人百姓」 という。

正治元年 (99)91歳で卒す。

「村を去る3丁余東方の山に埋葬すと」

(小次郎…二郎を称する人物、 ?・ 小国二郎二郎頼隆、兵庫頭小国又二郎頼

村、兵庫頭小国二郎政光、小国二郎公頼…「尊卑分脈」)

伝、蒲原郡下田郷の地を賜り、八木に館を築き、嫡子兵庫頭宗頼をもって守

らす。:嫡孫二郎頼連を石瀬館におく。

湯本昭男所蔵

(段丘上面に所在)

小国町教委所蔵

北原勲所蔵

『西蒲原郡志』

『小国町史』

保元乱1156

平治乱1159

『小国沢地誌』

(小松 [H倫 )

『尊卑分脈』

『西蒲原郡志』

『小国町史』

{壇浦平氏滅亡1185}

中世 (鎌倉)

苔野島 ミササギ

(以仁王)

建久 5年 (1194)

(注)

建暦 2年

(1212年 正月11日 )

建長元 (1249)

宝治 4

建長 7

25()

255

(1

(1

)

)

国守―守護―地頭、荘官―地頭、「一所懸命」

伝、高倉宮以仁王の霊を祀 った塚か。大塔宮護良親王の霊地か。

治承 4年 (1180)頼政宇治川の戦に破れ自刃。夫人菖蒲前男子出生、 6歳で

元服 し、小国吉政と改め下田城に赴 く。 (小国吉政―松 ケ嵩城に居城 =「越後

野志」)。

幕府弓場 始 儀―射芸の報償=越前稲津保の地頭職を賜る。小国頼継。別名

「小国二郎頼連」という。 (小国源兵衛二郎頼継は源三位頼政の弟頼行の嫡孫

という)?「尊卑分脈」は頼行の嫡孫。としながら父「左兵衛宗頼の嫡子」

でないのか。                ォ

小国源太郎左衛門盛光と源兵衛右衛門頼盛の兄弟は鎌倉北条軍に敗れて、小

国谷中村で自刃 した。男子 3人 あり、菩提寺盛光寺 (真言宗)を創建 した。

盛光神社合殿、十二社 (大山祗命 宝治 4年 2月 勧請)

八王子神社―中村の祖先が勧請 した。

封建制度

『越後野志』

『温古之栞』

『小国町史』

『越佐史料』

『越佐史料』

『尊卑分脈』

『小国町史』

小国の伝説

(注 )

①旧千谷沢村菅沼は、藤原氏の後裔が住した所、釜で飯を炊かず、胡麻を作

らない。

②七日町村、堂塚山の長者伝説一馬になった長者は財宝を埋蔵、ある日足に

朱を付けてきた (朱甕伝説)。

③中山大納言 (藤原北家花山院流)終焉の地に角塔婆を建てよ、 と。 (小坂

集落北外れ)

④鵜ノ平 (鷺之島)渋海川に鵜は「白山大権現の使鳥」として保護した。

千谷沢村枝、小坂山の頂に3町歩程の古城跡あり、小国源二郎頼連の族源蔵

頼通居城、小坂氏と称す。

『小国町史』

足利義尚隠遁死

諏訪神社上の墓

『越後名寄』

正応 3(1290)

永仁 4(1296)

徳治元 (1306)

南北朝 (1333)

建武 2(1335)

延元 2(1337)

(建武 4) *

「社領並社人知行覚」に小国彦七の名がある (弥彦文書)。

小栗山城東麓、字北野に小国神社(元下諏訪社)を北原安兵家の勧請と伝える。

太郎丸新浮海神社 (少彦名命)を京都五条天神より勧請という『上小国村郷

土誌』。

鎌倉幕府が滅び、後醍醐天皇建武新政 (34)・ …失敗

小国兵庫助政光は蒲原津に築城、北朝方と戦 う。

政光等宮方は岩船で北軍と戦 う、 4/16蒲原津城に籠る。北朝方上杉憲顕は

憲房の跡を継ぎ上野守護であった。越後・下野へ転戦 し、 5月 越後へ。

『西蒲原君|`志』

『小国町史』

吉野・京都

『越佐史料』
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年代 。時期 歴 史 事 項 参   考

暦応 4(1341)

康永 2(1343)

観応元 (1350)

文和元年

文和 2(1353)

延文 4(1359)

貞治 5(1366)

貞治 6(1367)

(注 )

応安元 (1368)

明徳 3(1392)

明徳 4(1393)

享徳 3(1454)

興国 2)小国政光等、蒲原津で北朝軍に攻められた。

*暦応 4年、南朝方小国 。栗田氏蜂起の際、憲顕にたいし「御教書」によっ

て下国 したことを保証する請文を提出した。

正月越後・出羽に南朝方起り、憲顕越後へ、翌年 7月 鎌倉に還る。

幕府、憲顕に命 じて小泉庄内の事を処分させた。

(建武 4・ 暦応 4・ 康永 2・ 3年の南朝方討伐を賞 して)・ 奥山庄を長尾景

忠に与えた (守護代)。

*憲顕に「上田庄内閾所未給分」を「当国守護領不足分」に宛てた。

観応の擾乱一義宗に加担 した憲顕は、 3年越後に逃れて、南朝方に通 じ、貞

治 2年 まで越後に止まる。

11月 、小国氏は新堀割 (分水)で北軍と戦う (正平 8年 )

*憲顕は北朝方に帰順 したらしい。翌年赤円城 。上田城・妻有城 (南朝方)

を攻めた。※1360『貞治の還補』

盛光、盛光神社合殿、八幡社 (誉 田別命)貞治 5年 8月 勧請 (『小国町史』)

南魚竜谷寺板碑 (自 然石)-10/15。 10/28・ 12/18銘 )

真福寺板碑 「 (釈迦三尊種子貞治六 月日 施主敬白)」 一新発見

正平23年 )、 南朝方なお魚沼にその戦力を残 していたが、義宗の死、義治の

出羽敗走によって終わる。

南北朝合体 (守護の任国を領国化―守護人名)

7/16幕府、越後守護房方に小国三河守と白河兵部少輔入道の押領を停めて、

国衛内「蒲原津・五十嵐保を上杉憲方代、景実に打渡す」よう命じた。一千

谷郡国衛職のうち ド地知行か
'所職知行か '(勝守すみ)。

黒滝某・小日某の勢力が、京都で守護に謀反を企て、失敗 して京都から逃げ

る。
*上 田庄三分一、千谷郡国衛職、蒲原津・五十嵐保妻有庄 =所領・ 山内家の

権力統合。

『長尾氏の研究』

勝守すみ著

*守護職

越後守護職宇都宮氏

に移る

『越佐史料』

『長尾氏の研究』

勝守すみ著

貞治―北朝年号

『越佐史料』

『長尾氏の研究』

勝守すみ著

南朝方ノ
1ヽヨ氏の終焉

'
「三浦和田中条氏文書」

(『新潟県史』資料編4)

応永乱 (1399)

永享乱 (1428)

戦国時代

文明 3(1472)

文明 9(1478)

永正15(1518)

天正 8(1580)

同年 5月 18日

天正 9(1581)

天正 16(1588)

「応仁乱」応仁元年 (1467)～永禄11年 (1568)

毛利房朝、上杉房定に反抗す。房朝の甥重廣にこれを討たせた。償して吉谷 。

高梨等の地を知行させた。

12/27日 房定、小国保内の地 (尾山分、諏訪実右衛門知行分、29日 )を毛利

重廣に知行、加給した。 (刈羽郡へ編入された)

「壱貫文、ゑちころうにんをくに殿と申候人、ゑっちうよりゑちせんのこう

まておくられ候、ろせんのふんとしてあひわたし候」

(「一貫文、越後浪人小国殿と申候人、越中より越前の国府まで送 られ候、

路銭の分として相渡し候」)

小丸山古墓、宝筐印塔此頃迄の間。

*小国三河守重頼、(子)石見守実頼天神山城に居城。
'

上杉景勝、黒滝 。小国を仕置きの為巡視して帰陣の途中、大面において故景

虎残党の要撃するものを撃破。 6月 9日 天神山城将小国実頼、景勝に助けを

請 う。安部二介を救援に遣わす。

小国下地分の内、石橋名…石橋村おさどのへ (村長殿へ)

小国下地分の内、石橋名…佐藤どのヘ

群雄割拠時代

『越佐史料』

上杉家臣小国氏の変

遷

永正舌L(1509)

『古田町史』資料 1

小丸山火葬墓群

『越佐史料』

『越佐史料』

葬 送 墓 制 の 変 遷

縄文時代

弥生時代

屈葬 。伸展葬 (土抗墓・配石墓・石棺墓・洞穴墓 0岩陰墓・家屋ぼ 。再葬墓・

合葬墓と重葬墓・幼児墓甕被り墓と抱き石墓)・…住居内・周辺、特定地、特

定方向への列状埋葬など。

*土葬例、火葬例、再葬例…

*基本的には縄文時代と変わらない。

(土抗墓・地下配石墓・石棺墓 0洞穴墓・岩陰墓 0方形周溝墓・支石墓・甕

棺・木棺・石棺・幼児棺・再葬墓)・ …身分階級による内容の変化が大きい

細分割検討略

延命寺 ケ原遺跡

土器・石器

古墳時代 (上抗墓・方形周溝墓・石積塚一円・方 。中方双方中円双方・ L円 下方 。前

方後円 。木棺・石棺・陶 。円筒・坪棺・粘上椰・礫核|`。 木炭椰・竪穴式石室 。

横穴式石室 。地下横穴式坑・横穴…)

*6C中 葉 (538)～仏式葬制、墓制への変化。

「薄葬令」 大化 2

(646)
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年代 。時期 歴 史 事 項 参   考

文武天皇 4年

(700)

欽明天皇～

敏達天皇

崇峻天皇～

僧道昭が亡 くなった時「弟子等遺骸を奉 じ、栗原において火葬とす。天下の

火葬是れに従って始めとする」以来、代々の天皇家の火葬が常とされた。

*慶雲 4(707)「造御竃司」養老 5(721)造竃火葬

*な お一般市民の「野に屍を曝 し…」

「百済より仏像 。経巻を貢献す」

「百済より造寺工が渡来 した」

蘇我馬子、聖徳太子と共に難波に四天王寺を建立 した。仏教興隆の中で法興

寺 。法隆寺等が建立され、推古天皇(593～ 628)の 末年までに46ケ寺に達した。

『続日本紀』

墳墓の出現

墓誌・石室土葬・火

葬

墓寺と寺墓

平安時代

(800～ 1200)

永承 7(1052)

鎌倉時代～

た。
?仏滅2000年の「末法思想」初年。

高塚の墓 (上坑墓 。配石墓・ヤグラ (横穴墓)一 五輪塔、宝塔、多宝塔、宝

筐印塔、無縫塔…)墓石 。供養塔など

*一般民衆は圧倒的な土葬制 (土鰻頭 +墓印一木、石、芝…)

*薄葬令 (842)、 怨霊思想…密教～浄土思想…人魂を鎮魂する思想が高まっ *浦田遺跡

須恵・土師

堀立柱建物跡

火葬墓

土葬墓

南北朝時代

(1333～ 1392)

戦国時代

文安元 (1444)

天文18(1549)

「種子 釈迦三尊 貞治 6 月日 施主敬白」 (貞治 6年 。1367)

十二仏礼拝流行、室町時代の始めより禅密両教の間に行なわれるようになった。

*室町時代から江戸初期、儒教 0朱子学の勃興により、身体髪膚を父母に受

け、火葬して灰儘となすは倫理に反する。・…火葬は蛮俗として従来の葬法を

改め、土葬の風が起った。

キリシタン禁制。「寺請制度」(慶長18?19年説 ?)

*真福寺板碑

延命寺ケ原遺跡

*塚群・土坑群

*小丸山古墓群遺跡

寛文期 (1661

～72)

江戸時代

寛永11(1634)

五輪塔確認

高塚の墓と配石墓 (一般民衆の近世墓地の殆どが配石墓)。 *火葬墓も多かっ

たが、圧倒的に土葬墓制が行なわれた。儒葬もまた土葬であり、縄文時代以

来の伝統的な穴掘、山作り (山 ゴシャイ)、 山番など現在にも連続する。

*水戸藩―火葬禁止令を出して葬礼を儒教式に習ったという。

「寺請制度」 (檀家制)キ リシタン禁止令。

寛永12年「寺社奉行」の設置。

幕府の寺院整理…特に保科正之 (会津藩)一 山崎闇斎)、 池田光政 (岡山藩)

一熊沢了介、徳川光囲 (水戸藩)一儒教系水戸学)が積極的に推進 した。

*神社整理～神体の変更、神社を神官の手に (水戸藩の「一村一鎮守制」の

推進。
*檀家制三個人入信⇒家単位⇒五人組単位へ制度化。 (寛永 3、 寛文 7、 延

宝 3、 元禄 4)上栗・武石等 五輪塔 (供養塔造立の増加)。

『江戸幕府の宗教統

制』圭室文雄著

「宗F]改」

廃仏論の展開

『江戸幕府の宗教統

制』圭室文雄著

葬祭～祈祷ヘ

*浦田遺跡

土葬墓群～墓石調査

初七日 0新盆一配石

慶応 4(1868)

明治初年～

明治 6(1873)

明治 8年…

明治 9年…

明治15年一

明治17年 …

明治30年…

昭和23(1948)

3月 「廃仏毀釈令」―神祇官の再興および太政官布告による神仏判然令によっ

て神道国教政策 (仏教抑圧、排斥、破壊運動)、 と大きな変化をもたらした

「火葬令」、墓地集合の整理…地租改正令 (1873)

*火葬の禁止、「臭い、煙一火葬は古来の遺風を傷つける…」として禁止した。

太政官布告一火葬禁止令の解除。以後自由になる。

火葬場設置について通達「人家遠隔地に設置すべき旨…」

「火葬場取締規制」一火葬場の場所の限定

「墓地及び埋葬取締規則」一墓地及び火葬場を限定区域とした (太政官布達

25号 )。

「火葬に関する法律」 (第93号 )

「墓地、埋葬に関する法律」

首なし地蔵尊今に残

る

新潟県令楠木正隆

新潟県令永山盛輝

*浦田遺跡・明治16

年半銭

*浦田遺跡墓地 。大

正 3年墳墓地籍解除
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34.『長岡郷土史』27号「天神山城と小国氏」鳴海忠夫            長岡郷土史研究会 (1990)
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名誉出版 (1981)
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40.『 日本歴史体系』 2(中世)井上 。永原・児玉 0大久保編         山川出版社 (1985)

41.『歴史研究』第419号 特集「板碑の謎」                 新人物往来社 (1996)

42.『へんなか』第17号  一雪国の文化を語る一特集「越後小国氏の系譜」    「小国芸術村」友の会 (1996)

-104-



一Ｘ

一

ヽ
日

日

Ｉ

Ｂ 版



＞
浦
田
遺
跡
の
遠
景

発
掘
前
現
況
▼

く
西
か
ら
東
方
を
望
む

＞

▲
発
掘
調
査
範
囲

　

表
土
排
土
状
況

く

＞
表
土
排
土
状
況

く
発
掘
状
況

＞
遺
構
外
湿
地
の
完
掘
状
況

く
土
葬
墓
調
査
状
況

写真図版 1 浦田遺跡の環境と発掘状況



＞
Ａ
区
　
＞
Ｃ
区
土
葬
墓
と
ピ

ッ
ト
群

く
Ａ
区
ビ

ッ
ト
群

（南
側
か
ら
写
す
）

＞
Ｃ
区
土
葬
墓
群

（北
側
か
ら
写
す
）

く
Ｃ
区
Ｐ
ｌ６２
大
形
柱
穴
土
師
器
出
土
状
況

＞
Ｃ
区
Ｄ
７
大
形
柱
穴
群

（北
側
か
ら
写
す
）

く
Ｃ
区
Ｐ
１６２
大
形
柱
穴
断
面

（北
面
）

＞
Ｃ
区
土
葬
墓
域
か
ら
Ｄ
区
へ
流
れ
る
古
代
の
溝
跡

く
Ｃ
区
Ｐ
ｌ６２
大
形
柱
穴
完
掘
状
況

写真図版 2 遺構検出状況(1)



＞
右
は
Ｐ
ｌ５６
の
完
掘
状
況

く
Ｐ
ｌ５６
柱
根
検
出
の
柱
穴
（古
代
）

＞
Ｐ
ｌ８５
大
形
柱
穴
完
掘
状
況

く
Ｐ
１６０
大
形
柱
穴
完
掘
状
況

＞
Ｐ
１６０
半
割
状
況

く
Ｐ
ｌ８９
大
形
柱
穴
半
割
状
況

＞
Ｐ
ｌ８９
大
形
柱
穴
完
掘
状
況

〓

く
Ｃ
区
Ｐ
ｌ８９

。
１８７

・
１８６
柱
穴
半
割
状
況

写真図版 3 遺構検出状況(2)



＞
Ｂ
区
中
央
ベ
ル
ト
湿
田
地
域
の
土
層
状
況

く
Ｃ
区
土
師
器
の
集
中
出
土
状
況

＞

土
師

器

の
出
土
状

況

く

＞

土
師
器

の
出
土
状

況

く

＞

須
恵
器
の
出
土
状
況

く

写真図版 4 遺物の検出状況(1)



糀嘉鐵 畿鶴

写真図版 5 土 師 器

務L審貫過ヘ

鰤 ‐贄‐‐‐‐‐‐‐‐| ‐‐‐| ‐‐| | | | | ‐| | ‐|1疵
|||||‐1颯
‐



↓
‥

一玲
鰤
躙
靡

靡
躙

一鸞一・・

一隋

塚

躙

躙

隋
躙

塚

曖
・・・・爾ヽ・・”・・・嬌・

写真図版 6 須恵器・砥石 。柱根 。木簡

鶉



＞
土
葬
墓
坑
群
出
土
状
況

く
土
葬
墓
坑
群
出
土
状
況
　
古
代
の
溝
跡

＞
５６
号
墓
桶
棺

・
椀

・
櫛

・
焼
籾
糠

く
土
葬
墓
発
掘
前
の
開
眼
戻
供
養

ト
ー
号
墓
桶
棺

。
椀

。
焼
骨

（頭
部
）
の
検
出

く
Ｂ
区
Ａ

・
Ｂ
７
列
土
層
状
況
と
水
田
暗
渠
排
水
施
設

＞
６５
号
墓
桶
棺

・
椀

・
枕
石
の
検
出

く
発
掘
さ
れ
た
人
骨
の
供
養
塔
（右
端
）

●・ ″,´

写真図版 7 C区 土葬墓出土状況(1)



＞
１７
Ｂ
号
墓
棺

・
椀

・
枕

く
３０
号
墓
藁
棺

・
椀

＞
５６
号
桶
棺

＞
６０
Ａ
号
藁
棺

に
被
せ
た
山
笠

の
骨

く
２３
号
棺
阿
弥
陀
佛
出
土
　
　
　
く
３１
号
桶
棺

・
椀

・
枕

・
焼
籾
糠

＞
６０
Ｃ
号
藁
棺

く
２４
号
桶
棺
の
縄
の
痕

＞
２０
号
桶
棺
の
タ
ガ
と
芦
の
装
厳

く
２６
号
竪
桶
棺

の
タ
ガ
と
縄
の
痕

写真図版 8 C区 土葬墓出土状況(2)



＞
″
号
桶
棺
Ｂ
Ｉ
Ａ
重
葬
状
況

く
３２
号
桶
棺
上
半
分
の
側
板
も
あ
る

＞
６６
号
桶
棺
堅
埋
葬
蓋
の
上
に
石

く
６２
号
桶
棺
完
掘
状
況

＞
６６
号
桶
棺
竪
埋
葬

・
椀

・
枕

・
藁

く
６９
号
桶
棺

。
手
前
は
下
の
角
棺
墓
跡

＞
２６
号
桶
棺
堅
埋
葬

く
５９
号
箱
棺
墓

（唯

一
）
出
土
状
況
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写真図版10 C区土葬墓(4)・ B区遺物・暗渠排水施設状況
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写真図版16 遺構外出土縄文時代の石器



イネ属短細胞列 (試料番号 5A) 2
イネ属短細胞列 (試料番号 5A) 4
イネ (試料番号 1)       6

50μ m

(2)

l cm

(5)

イネ属短細胞列 (試料番号 5A)
イネ属短細胞列 (試料番号 6A)
カキ (試料番号 7)

50μ m

(1,3,4)

l cm

(6)

*1-4:灰 像 5-6:種 実遺体

写真図版17 灰像種実遺体 (パ リノ・ サーヴェイ株式会社)



5物

写真の説明 :

1:下顎右側側切歯の唇側面観。 2:下顎右側犬歯の唇側面観。 3:上顎左側第 1小

臼歯の咬合面観。 4:上顎右側第 1大日歯の咬合面観。 5:下顎左側第 1小日歯の咬

合面観。 6:下顎左側第 2小臼歯の咬合面観。 7:下顎左側第 1大臼歯の咬合面観。

すべての写真が同倍率で、スケールは 5 mmで ある。

写真図版18 56064号墓検出のヒトの歯の分析 (高橋正志 日本歯科大学教授)
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写真図版20 小丸山古墓採集宝筐印塔残快 。土橋宝筐印塔・真福寺板碑



報 告 書 抄 録

」ま 名 浦田遺跡発掘調査報告書

副  書  名 県営圃場整備事業関係発掘調査報告書

シ リー ズ名 埋蔵文化財報告書 シリーズ番号 第 3集

編 集 者 名 山崎正治 (小国町文化財審議会委員)・ 池田 亨 (日 本考古学協会員)

編 集 機 関 小国町教育委員会

所  在  地 〒949-5292 新潟県刈羽郡小国町大字法坂793番地

発 行 年 月 日 西暦 2000年 3月 31日 (平成12年 )

所 収 遺 跡 名 所  在  地

コー ド番号
北緯 東経

市町村 遺跡番号

浦 田 遺 跡
新潟県刈羽郡小国町

大字太郎丸字浦田699番地他

76 61

37度

16分

40秒

138度

42分

69秒

調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

97528-9786 2000■1 県営圃場整備事業に伴 う緊急発掘調査

遺 跡 種 別 主 な 時 代 主  な 遺  構 主  な 遺  物 特  記  事  項

建物跡

土葬墓地

縄文遺物

平安時代

近現代

縄文時代後晩期

掘立柱建物。水路跡

土坑墓群

遺構なし

須恵 。土師・ 柱

銭貨・棺桶・藁埋葬

墓・漆器陶磁器木器

土器・ 石器

木簡 (文字不明)

仏像・土玩具



〈発掘調査参加者〉

小国町埋蔵文化財調査報告書 第 3集

県営圃場整備事業関係発掘調査報告書

浦 田 遺 跡

2000年 3月 25日 印刷

2000年 3月 31日 発行

編集 池田 亨 (日 本考古学協会員)

発行 小国町教育委員会

住所 〒949-5292

新潟県刈羽郡小国町大字法坂793番地

TEL 0258(95)3111(代 表)

FAX 0258(95)5043

印刷 あかつき印刷株式会社

住所 新潟県長岡市新産 4_4-7
TEL 0258(46)9393

雛繭 ‡艤 欝雛鶴獅
欝■ ‐

|||11111111111111 =


	空白ページ



